
測定方法を確認する中嶋市長

安全でおいしい給食が子どもたちの笑顔の源

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、市
内
の
子
ど
も
達
に
安

心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、市

内
３
箇
所
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
水
口・東

部・信
楽
）に
県
内
で
初
め
て
放
射
線
測
定
器

を
設
置
し
、６
月
１
日
か
ら
給
食
の
自
主
検

査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
、導
入
設
置
し
た
放
射
線
測
定
器
は

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
ト
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社

の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ（
L
B
２

０
４
５
）と
い
う
機
器
で
、主
に
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
を
測
定
し
ま
す
。

　
調
理
し
た
給
食
や
、食
材
を
ミ
キ
サ
ー
で

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、20
～
30
分
か
け
て
測
定

器
で
検
査
し
ま
す
。

　
万
が
一
、国
の
基
準
値
を
超
え
る
値
が
検

出
さ
れ
た
場
合
は
、該
当
食
材
の
使
用
を
即

座
に
中
止
し
、給
食
を
部
分
的
に
停
止
す
る

等
の
対
応
を
行
う
ほ
か
、県
等
に
報
告
、公
表

し
ま
す
。
ま
た
、日
々
の
測
定
結
果
は
、１
ヶ

月
分
を
ま
と
め
て
、翌
月
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

●
測
定
対
象

①�

市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
た

給
食（
ま
た
は
食
材
）

②�

自
園
給
食
を
提
供
し
て
い
る
保
育
園
等
の

給
食

●
測
定
頻
度

◦
市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
：
毎
日

◦�

自
園
給
食
の
保
育
園
等
：
週
１
回
輪
番
で

実
施（
福
島
県
内
の
自
治
体
等
と
同
程
度

の
測
定
体
制
）

（敬称略・順不同）

施設名 所在地 事業主
さわらび作業所

甲賀市水口町水口6743番地1 社会福祉法人　さわらび福祉会第二さわらび作業所
サニーサイド 甲賀市水口町宇川69番地 社会福祉法人　湖東会
るりこう園 甲賀市土山町野上野497番地 社会福祉法人　瑠璃光会
やまなみ工房 甲賀市甲南町葛木872番地

社会福祉法人　やまなみ会ゆとりあ 甲賀市甲南町葛木877番地
ワークセンター紫香楽 甲賀市信楽町神山494番地1

社会福祉法人　しがらき会信楽青年寮 甲賀市信楽町神山534番地8
紫香楽ヴィラ 甲賀市信楽町勅旨2392番地5
信楽くるみ作業所 甲賀市信楽町長野92番地 社会福祉法人　信楽くるみ福祉会
共働事業所けいかん 甲賀市水口町嶬峨3480番地 特定非営利活動法人　けいかん
青少年支援ハウス　輝 甲賀市土山町北土山964番地1 特定非営利活動法人　かがやき
青少年自立支援ホーム　一歩

甲賀市甲南町葛木1399番地5 特定非営利活動法人　サポートハウスほほえみ多世代交流センター元気村

　障がい者で介助が必要な方など(災害時要援護者)につい
ては、災害発生時に体育館や集会所といった一般的な避難
所で長期間生活することは、健康面、精神面で大きな負担と
なります。
　市では、このような障がい者の方々が、災害時に安心して
避難生活を送っていただくための福祉避難所を予め確保す
ることについて、市内の障がい者支援施設や自立支援施設

などを運営される社
会福祉法人（６法人
10施設)及び特定非
営利活動法人（３法人
４施設）の協力をいた
だき５月９日(水)に
協定を結びました。

　今回の協定では短期（概ね１週間）で314人、長期（概ね
１ヶ月）で204人を目安として各施設で受入れていただけ
ることとなりました。
　各施設は次のとおりです。�

災害時における福祉避難所に関する協定締結

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
24
年
春
の
叙
勲
、第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、

市
内
か
ら
次
の
お
二
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
立
高
等
学
校
の
教
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
、平
成
12
年
か
ら
は
水
口
高
校

で
校
長
の
要
職
に
就
か
れ
、ま
た
退
職

後
に
は
私
学
の
校
長
と
し
て
指
導
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、生
活
指
導

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、生
徒

が
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
の
自

立
心
を
育
む
こ
と
を
主
な
目
標
に
教

育
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
や
、海
上
自
衛
隊
の
職
務

を
歴
任
さ
れ
た
後
、昭
和
48
年
に
消
防

士
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

平
成
３
年
の
信
楽
高
原
鐡
道
列
車
事

故
や
、平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

等
で
的
確
な
現
場
指
揮
を
執
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
も
、現
場
で
得
た
経
験

で
、危
機
管
理
に
携
わ
る
方
々
の
指
導

育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

瑞
宝
双
光
章

春
の
叙
勲　

瑞
宝
小
綬
章

清し

水み
ず　

忠た
だ

和か
ず 

氏 

（
水
口
町
本
丸
）

中な
か

井い　

正ま
さ

義よ
し 

氏 

（
信
楽
町
中
野
）

　
学
校
給
食
の
材
料
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測
定
器
に
つ
い

て
は
、昨
年
11
月
、県
下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
専
門
機
器
の
導
入
を

決
定
し
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
製
の
精
密
機
械
で
受
注
生
産
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、５
月
に
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
配
置
し
、実
証

実
験
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、安
全
な
測
定
体
制
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、６
月
１
日
か
ら
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、健
や
か
に
逞た
く
まし
く
成
長
し
て
い
く
た
め
、学
校
給
食
に

求
め
ら
れ
る
安
全
は
、絶
対
条
件
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、食
材
の
確
保
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
、衛
生
的
な
調
理
に
は
十

分
な
配
慮
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、無
味
無
臭
で
体
内
へ
蓄
積
さ
れ
て
い
く
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
い
な
い
給
食
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
測
定
数
値
も
公
表
し
な
が
ら
、よ
り
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
っ
て
、元
気
い
っ
ぱ
い
で
学
校
や
園
生
活
を
過
ご
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

甲
賀
市
長
　
中
嶋 

武
嗣　

学
校
給
食
の
放
射
線
測
定
開
始

～
県
内
市
町
初
の
機
器
導
入
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま
す
～

問
い
合
わ
せ

◦
測
定
器
や
放
射
線
全
般
に
つ
い
て

　
　
　
危
機
管
理
課　
☎
６
５
‐
０
６
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

◦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
放
射
線
測
定

　
に
つ
い
て

　
　
　
教
育
総
務
課　
☎
８
６
‐
８
０
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

協定書に調印する中嶋市長

調印式に出席した各法人代表者と中嶋市長
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